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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粨

　

中
学
校
保
健
体
育
の
授
業
に
お
け
る
武
道
必
修
化
が
実
施
さ
れ
て
４
年

目
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
採
択
さ
れ
る
種
目
は
、
剣
道
・
柔
道
が
主

流
で
あ
る
。

　

男
女
共
修
が
可
能
で
、
怪け

我が

の
お
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
長
所

を
備
え
て
い
る
「
な
ぎ
な
た
」
で
あ
る
が
、
採
択
す
る
学
校
は
少
な
い
。

国
際
化
社
会
の
中
、
日
本
古
来
の
文
化
を
「
な
ぎ
な
た
」
の
所
作
や
精
神

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
は
生
徒
の
将
来
に
も
有
用
で
あ
ろ
う
。

　

武
道
授
業
に
お
い
て
の
「
な
ぎ
な
た
」
採
択
実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
対
策
が
必
要
か
、
考
え
た
い
。
ま
た
、
中
学
校
武
道
授
業
指
導
法
研
究

事
業
３
回
目
・
４
回
目
の
報
告
を
併
せ
て
検
証
し
て
み
た
い
。

中
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
策
　
な
ぎ
な
た

安
井
み
ど
り

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
粨

１ ２ ３ ４ ５ ６対
　
策

７ ８○
○
○
○
○
○

終
わ
り
に

今
後
へ
の
期
待

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

少
林
寺
拳
法
の
有
用
性

―
―

授
業
実
践
を
通
し
て

中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
実
施
報
告

採
択
拡
大
に
向
け
て

の
課
題

「
な
ぎ
な
た
」採
択
の

現
状

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
保
健
体
育

の
授
業
に
お
け
る
武
道
必
修
化
が
実
施

さ
れ
て
今
年
で
４
年
目
と
な
る
。

　

表
１
に
示
す
よ
う
に
、「
な
ぎ
な
た
」

は
年
々
採
択
数
が
増
え
て
い
る
と
は
い

え
、
全
体
の
１
％
に
届
か
な
い
状
態
で

あ
る
。

　

全
国
的
に
は
、
当
初
よ
り
主
要
種
目

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
剣
道
・

め
、
平
成
23
年
度
か
ら
授
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岩
手
県
で
は
平
成
28
年
の
国

民
体
育
大
会
開
催
を
控
え
、
一
戸
町
で

平
成
24
年
度
か
ら
３
校
が
授
業
を
実
施

し
て
お
り
、
平
成
26
年
の
国
民
体
育
大

会
を
終
え
た
長
崎
県
松
浦
市
で
も
採
択

を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
在
、
各
都
道
府
県
連
盟
で
は
、
指

導
者
を
派
遣
す
る
だ
け
で
な
く
、
授
業

で
必
要
と
な
る
な
ぎ
な
た
を
貸
し
出
し

た
り
、
積
極
的
に
関
係
機
関
へ
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６対
　
策

７ ８○
○
○
○
○
○

終
わ
り
に

今
後
へ
の
期
待

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

少
林
寺
拳
法
の
有
用
性

―
―

授
業
実
践
を
通
し
て

中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
実
施
報
告

採
択
拡
大
に
向
け
て

の
課
題

「
な
ぎ
な
た
」採
択
の

現
状

「
な
ぎ
な
た
」
は
男
女
共
修
が
可
能
な

種
目
で
あ
り
、
特
別
に
武
道
場
な
ど
を

準
備
せ
ず
と
も
体
育
館
フ
ロ
ア
ー
な
ど

で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
用
具

も
、
な
ぎ
な
た
を
人
数
分
揃
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
経
済
的
な

面
で
も
優
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
全
面
に
お
い
て
も
、
防
具

を
着
用
し
て
の
練
習
に
至
る
ま
で
は
ほ

と
ん
ど
怪け

我が

の
心
配
が
な
い
。
年
10
時

間
程
度
の
実
施
状
況
を
考
え
れ
ば
、
か

な
り
安
全
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
防
具
を
着
用
せ
ず
と
も
、

演
技
を
試
合
形
式
で
行
っ
た
り
、「
リ

ズ
ム
な
ぎ
な
た
」
の
発
表
を
お
こ
な
っ

た
り
す
る
こ
と
で
成
果
発
表
の
機
会
を

持
つ
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
利
点
を
持
つ

「
な
ぎ
な
た
」
の
採
択
が
、
進
ま
な
い

の
は
何な

故ぜ

だ
ろ
う
か
。

　

課
題
を
整
理
し
て
み
る
と
、
概
ね
次

の
３
つ
の
点
に
集
約
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

①　

認
知
度
の
低
さ

　

②　

指
導
者
の
不
足

　

③　

指
導
法
へ
の
不
安

　

①
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
が
、

生
徒
・
保
護
者
は
む
ろ
ん
、
教
員
・
学

校
関
係
者
で
も
多
く
が
「
な
ぎ
な
た
」

に
対
す
る
予
備
知
識
が
な
い
。
認
知
度

の
向
上
、
及
び
認
知
度
の
低
さ
を
利
用

し
た
興
味
付
け
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
点
で
剣

道
・
柔
道
に
比
べ
る
と
劣
っ
て
お
り
、

必
然
的
に
専
門
の
保
健
体
育
科
教
員
を

全
て
の
学
校
に
配
置
す
る
こ
と
は
望
め

な
い
。
よ
っ
て
、
外
部
指
導
者
の
活

柔
道
を
採
択
す
る
学
校
が
多
く
、「
地

域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
な
ぎ
な

た
な
ど
の
そ
の
他
の
武
道
に
つ
い
て
も

履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
記
述
に
と
ど
ま
っ
た
種
目
に
と
っ

て
は
難
し
い
滑
り
出
し
と
な
っ
た
。

　

そ
の
中
で
も
、「
な
ぎ
な
た
」
は
認

知
度
が
低
く
、
採
択
決
定
者
や
保
健
体

育
科
教
員
に
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
ケ

ー
ス
も
多
い
た
め
、
採
択
に
向
け
て
ま

ず
「
な
ぎ
な
た
」
の
説
明
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、「
な
ぎ
な
た
」
の
採
択

の
学
校
は
、
従
来
か
ら
な
ぎ
な
た
を
課

公
益
財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟　

指
導
委
員
長

外
活
動
と
し
て
行
っ
て
い
た
学
校
や
専

門
教
員
が
所
属
す
る
学
校
、
全
国
レ
ベ

ル
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
地
域
の
学
校

等
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
そ
の

周
辺
校
へ
と
、
少
し
ず
つ
だ
が
、
採
択

校
が
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
特
筆
す

べ
き
は
、
兵
庫
県
伊
丹
市
の
実
施
状
況

で
あ
る
。
伊
丹
市
で
は
、
市
が
「
な
ぎ

な
た
」
採
択
を
決
定
し
、
市
内
全
て
の

中
学
校
で
授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

伊
丹
市
に
は
江
戸
時
代
か
ら
続
く
、

日
本
三
大
私
設
道
場
（
町
人
た
ち
の
自

衛
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
道
場
を
起
源

と
す
る
道
場
）
の
一
つ
で
あ
る
「
修
武

館
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
天
道
流
」

な
ぎ
な
た
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
公
益

財
団
法
人
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
の
本

部
も
設
置
さ
れ
、「
平
成
18
年 

の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
」
な
ぎ
な
た
競
技
の
会

場
と
な
っ
た
。
現
在
で
は
毎
年
3
月

に
「
全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
抜
大

会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
な
ぎ
な
た
の
ま
ち

伊
丹
」
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
の
関
係

機
関
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
平
成
21
年
度
か
ら
研
究
を
始

伊丹市での授業全体風景② 伊丹市での授業全体風景①
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用
、
指
導
者
の
育
成
を
両
輪
で
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、「
な
ぎ
な
た
」
採

択
に
興
味
を
も
っ
た
教
員
が
不
安
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
授
業
を
行
え
る
よ
う
に
指

導
法
を
具
体
的
に
提
示
し
、
研
修
を
行

い
、
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
て
対
策
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６対
　
策

７ ８○
○
○
○
○
○

終
わ
り
に

今
後
へ
の
期
待

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

少
林
寺
拳
法
の
有
用
性

―
―

授
業
実
践
を
通
し
て

中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
実
施
報
告

採
択
拡
大
に
向
け
て

の
課
題

「
な
ぎ
な
た
」採
択
の

現
状

　

前
項
に
挙
げ
た
課
題
に
対
し
て
の
対

策
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

　

①
「
認
知
度
の
低
さ
」
の
対
策
と
し

て
、
本
連
盟
の
普
及
委
員
会
で
は
、
な

ぎ
な
た
未
経
験
者
に
対
す
る
「
な
ぎ
な

た
」
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
各

都
道
府
県
連
盟
で
は
、
中
高
連
携
事
業

の
一
貫
と
し
て
出
前
授
業
を
行
っ
た

り
、
独
自
の
取
組
も
多
く
実
施
し
て
い

る
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
活
用
や
「
な
ぎ
な
た
」

を
と
り
あ
げ
た
漫
画
・
単
行
本
な
ど
を

利
用
し
た
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

②「
指
導
者
の
不
足
」に
つ
い
て
は
、

ま
ず
外
部
指
導
者
の
派
遣
に
つ
い
て
、

よ
り
一
層
、
な
ぎ
な
た
人
材
バ
ン
ク
の

シ
ス
テ
ム
化
を
図
り
た
い
。
現
在
は
、

連
盟
か
ら
外
部
指
導
者
派
遣
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
や
学
校
に
提
案
す
る
か
、

教
育
委
員
会
側
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て

外
部
指
導
者
を
推
薦
す
る
と
い
う
方
式

を
と
っ
て
い
る
が
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
研
修
会
等
を
通
し
て
外
部
指

導
員
の
指
導
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

同
時
に
現
有
指
導
者
の
活
用
だ
け
で

な
く
、
指
導
者
の
育
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
全
日
本

学
生
な
ぎ
な
た
連
盟
や
個
々
の
大
学
と

連
携
し
、「
な
ぎ
な
た
」
に
関
す
る
知

識
の
あ
る
教
員
の
育
成
を
進
め
る
。
ま

た
、「
な
ぎ
な
た
」
の
経
験
の
な
い
保

健
体
育
教
員
を
集
め
て
指
導
・
研
修
を

行
う
等
が
考
え
ら
れ
る
。

 

「
な
ぎ
な
た
に
興
味
の
あ
る
教
員
を
集

め
て
研
修
」
と
い
う
従
来
の
方
式
で

は
、
興
味
自
体
を
持
っ
て
く
れ
る
教
員

が
な
か
な
か
お
ら
ず
、
人
数
を
集
め
ら

れ
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
武

道
指
導
者
講
習
会
は
剣
道
・
柔
道
が
主

と
な
っ
て
い
る
。
全
国
な
ぎ
な
た
指
導

者
研
修
会
の
要
項
な
ど
を
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
等
に
送
付
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
都
道
府
県
で
扱
い
が
異
な
り
、

個
々
の
教
員
に
ま
で
連
絡
が
届
い
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

　

各
教
育
委
員
会
に
な
ぎ
な
た
講
習
会

へ
の
参
加
に
つ
い
て
陳
情
す
る
こ
と

や
、
教
員
養
成
課
程
で
武
道
全
般
を
広

く
学
ぶ
講
義
を
義
務
付
け
た
り
、
既
卒

者
の
研
修
と
し
て
専
門
外
の
種
目
の
講

習
を
義
務
付
け
る
な
ど
の
方
法
を
提
案

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

③
「
指
導
法
へ
の
不
安
」
に
つ
い

て
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
で
は
、
平

成
20
年
４
月
に
普
及
委
員
会
を
中
心
に

中
学
・
高
等
学
校
の
教
員
で
組
織
す
る

「
中
学
武
道
（
な
ぎ
な
た
）
必
修
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

平
成
22
年
３
月
に
『
楽
し
い
な
ぎ
な
た

の
授
業　

指
導
の
手
引
』を
作
成
し
た
。

　

ま
た
、
教
員
が
自
分
の
専
門
で
な
い

種
目
を
担
当
し
、
指
導
す
る
課
程
を
考

え
て
、
視
覚
的
な
理
解
を
促
す
た
め
、

同
手
引
の
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
作
成
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
さ
ら
に
基
礎
編
を
入

れ
た
『
楽
し
い
な
ぎ
な
た
の
授
業　

指

導
の
手
引 

改
訂
版
』
を
発
行
し
た
。

平
成
23
年
に
は
今
浦
千
信
氏
が
「
指
導

教
本
の
ね
ら
い
と
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
」

に
つ
い
て
本
誌
・
月
刊
「
武
道
」
２
０

１
１
年
９
月
号
に
寄
稿
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
全
国
な
ぎ
な

た
指
導
者
研
修
会
の
目
的
別
実
技
研
修

に
「
武
道
必
修
化
」
を
含
め
た
。
基
調

講
演
も
武
道
必
修
化
を
意
識
し
た
立
案

を
行
い
、
平
成
24
年
度
に
は
「
リ
ズ
ム

な
ぎ
な
た
の
創
作
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し

た
講
演
で
、
な
ぎ
な
た
授
業
の
ヒ
ン
ト

を
提
示
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
（
平
成
27
年
度
）

は
、
研
修
項
目
と
し
て
外
部
指
導
者
と

の
Ｔ
・
Ｔ
や
外
部
指
導
者
の
あ
り
方
な

ど
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

　

授
業
実
践
に
関
し
て
も
、
本
誌
・
月

刊
「
武
道
」
２
０
０
９
年
９
月
号
の
大

野
京
子
氏
（
大
阪
府
富
田
林
市
立
葛
城

中
学
校
）
を
始
め
、
２
０
１
０
年
２
月

号
に
稲
永
優
子
氏
（
福
岡
県
須
恵
町
立

須
恵
中
学
校
）、
２
０
１
０
年
７
月
号

に
山
中
美
智
子
氏
（
大
阪
府
河
内
長
野

市
立
加
賀
田
中
学
校
）、
２
０
１
１
年

３
月
号
に
片
庭
江
美
氏
（
東
京
都
大
田

区
立
馬
込
中
学
校
）、
２
０
１
３
年
３

月
号
に
小
倉
洋
子
氏
（
群
馬
県
み
ど
り

都道府県名 中学校名

指導者の配置方法（○） 時間数 用具の設備

備　考学校教諭 学校教諭
連盟指導者

特別非常勤
講師（退職
教員採用）

連盟指導
者派遣 （時間） なぎなた 防具

青　森 青森山田 ○ 有 無
岩　手 一戸町立奥中山 ○ 15　 有 有 町教育委員会

一戸町立一戸 ○ 30　 有 有 町教育委員会
一戸町立小鳥谷 ○ 16　 有 有 町教育委員会

宮　城 仙台育英秀光 ○ 12　 有 無
聖ウルスラ学院中等部 ○ 週 1　 有 無 退職職員
仙台市立山田 ○ 18　 無 無 なぎなた連盟準備

福　島 県立会津学鳳 ○ 8　 有 無
会津若松ザベリオ学園 ○ 6　 有 無
会津若松市立一箕 ○ 5　 無 無 連盟よりなぎなた持参
会津若松市立第二 ○ 6　 無 無 連盟よりなぎなた持参

茨　城 常陸大宮市立緒川 8　 無 無 常勤講師と連盟指導者
栃　木 國學院大學栃木 ○ 20　 有 無
群　馬 館林市立多々良 ○ 8　 有 無

太田市立生品 ○ 18　 有 無
千　葉 我孫子市立久寺家 ○ 20　 有 無 連盟でなぎなた用意

我孫子市立布佐 ○ 20　 有 無 連盟でなぎなた用意
君津市立君津 ○ 20　 有 有 スネ当
勝浦市立勝浦 10　 有 有 指導：連盟会員

東　京 愛国学園 ○ 12　 有 有 スネ当
文化学園大学杉並 ○ 週 2　 有 有
鷗友学園女子中学校 ○ 9　 有 無
南多摩中等教育学校 ○ ○ 20　 有 無

神奈川 鎌倉女子大学中等部 ○ 週 1　 有 無
山　梨 玉幡 8　 有 有 学校講師

下部 ○ 8　 有 有
富　山 福野 12　 無 無 指導：部活動指導講師
京　都 ノートルダム女子 ○ 15　 有 無

木津川 ○ 20　 有 無
泉川 ○ 20　 有 無

大　阪 市立矢田南 ○ 10　 有 無
市立大池 ○ 6　 無 無 なぎなた汎愛高校より借用
堺市立南八下 ○ 10　 有 無
堺市立金岡北 ○ 8　 有 無
堺市立三国ヶ丘 ○ 8　 有 無
河内長野市立南花台 ○ 8　 有 無
河内長野市立加賀田 ○ 8　 有 無

兵　庫 神戸国際 15　 有 無 非常勤講師
園田学園 ○ 8　 有 無 教育委員会事務局職員
伊丹市立東 ○ 10　 有 有 　　　　〃
伊丹市立西 ○ 10　 有 有 　　　　〃
伊丹市立南 ○ 10　 有 有 　　　　〃
伊丹市立北 ○ 10　 有 有 　　　　〃
伊丹市立天王寺川 ○ 10　 有 有 　　　　〃
伊丹市立松崎 ○ 8　 有 有 　　　　〃
伊丹市立荒牧 ○ 8　 有 有 　　　　〃
伊丹市立笹原 ○ 8　 有 有 　　　　〃

和歌山 九度山 ○ 10　 有 有
河根 ○ 8　 有 有

島　根 出雲北陵 ○ 6　 有 無
岡　山 真庭市立落合 ○ 8　 有 無
広　島 比治山女子 ○ 8　 有 無
山　口 ８校実施 ○ 3　 有 無 山口県体協嘱託職員
香　川 琴平 ○ 15　 有 無

丸亀南 ○ 7　 有 無
愛　媛 松山市立北条南 ○ 10　 有 有

松山市立高浜 20　 有 有 指導：外部講師
松山東雲学園 ○ 33　 有 無

高　知 県立高知南 ○ 6　 有 無
福　岡 中村学園女子 ○ 5　 有 有
佐　賀 佐賀市立川副 ○ 12　 有 有

小城市立牛津 ○ 10　 無 無
宮　崎 鵬翔 ○ 9　 有 無

　　　　　　　　　　　　　表１　中学校武道授業でのなぎなた採択校（平成 26 年度）
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粨

市
立
笠
懸
南
中
学
校
）
が
、
な
ぎ
な
た

授
業
の
実
践
報
告
を
行
い
、
検
討
資
料

と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
平
成
26
年
５

月
に
『
な
ぎ
な
た
安
全
指
導
―
―
安
全

に
、
正
し
く
、
楽
し
く
―
―
』
を
発
行

し
、
な
ぎ
な
た
の
利
点
で
あ
る
安
全
性

を
よ
り
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
方

法
を
提
示
し
て
い
る
。

　

本
連
盟
普
及
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ

う
な
事
業
・
研
修
を
通
し
て
、
現
場
に

お
け
る
疑
問
や
不
安
を
軽
減
で
き
る
よ

う
に
資
料
の
提
示
・
検
討
・
実
践
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

　

次
項
で
は
、
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
日
本
武
道
館
研
修
セ
ン
タ
ー
（
平
成

25
年
度
）、
日
本
武
道
館
（
平
成
26
年

度
）
に
て
開
催
さ
れ
た
中
学
校
武
道
授

業
指
導
法
研
究
事
業
の
実
施
報
告
を
行

う
。

１ ２ ３ ４ ５ ６対
　
策

７ ８○
○
○
○
○
○

終
わ
り
に

今
後
へ
の
期
待

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

少
林
寺
拳
法
の
有
用
性

―
―

授
業
実
践
を
通
し
て

中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
実
施
報
告

採
択
拡
大
に
向
け
て

の
課
題

「
な
ぎ
な
た
」採
択
の

現
状

⑴
平
成
25
年
度
中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
（
平
成
26
年
１
月
17
日

～
19
日
）

〈
１
日
目
〉

　

三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務

局
長
の
「
必
修
化
２
年
目
を
迎
え
、
な

ぎ
な
た
の
採
用
校
も
58
校
と
増
加
傾
向

に
あ
る
。
な
ぎ
な
た
の
す
ば
ら
し
さ
、

在
り
方
を
全
国
へ
伝
え
、
よ
り
一
層
の

採
用
校
増
加
、
な
ぎ
な
た
人
口
の
増
加

を
期
待
す
る
」
と
い
う
挨
拶
で
開
会
。

指
導
の
際
の
不
安
や
指
導
法
に
つ
い
て

の
研
究
協
議
を
行
う
。

〈
２
日
目
〉

　

勝
浦
市
立
北
中
学
校
の
生
徒
12
名
の

協
力
を
得
て
、
モ
デ
ル
授
業
を
行
う
。

Ｔ
・
Ｔ
形
式
で
２
時
間
分
。
し
か
け
応

じ
の
基
本
動
作
を
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー

方
式
で
行
う
な
ど
、「
生
徒
と
一
緒
に

授
業
を
楽
し
む
」
を
重
視
し
た
実
践
。

午
後
は
モ
デ
ル
授
業
の
振
り
返
り
を
行

う
。

〈
３
日
目
〉

　

２
日
間
の
ま
と
め
。
手
引
き
作
成
時

の
原
点
に
戻
り
、
専
門
用
語
を
多
用
せ

ず
、
教
育
に
あ
っ
た
表
現
を
検
討
。
ま

た
、
生
徒
の
理
解
を
図
る
た
め
の
教
員

の
動
作
の
検
討
。
閉
会
式
で
は
、
畠
瀬

美
佐
子
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
専
務
理

事
が
「
課
題
解
決
し
な
が
ら
中
学
校
の

授
業
で
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
検
討

し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
講
評
を

述
べ
た
。

⑵
平
成
26
年
度
中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
（
平
成
27
年
１
月
24
日

～
25
日
）

〈
１
日
目
〉

　

三
藤
氏
が
「
武
道
授
業
の
実
施
時
間

が
10
時
間
と
限
ら
れ
て
い
る
。
指
導
内

容
の
絞
り
込
み
が
必
要
。（
さ
ら
に
）

現
場
の
保
健
体
育
科
教
員
が
指
導
し
て

み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
設
定
が

大
事
に
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
方
向
性

を
示
し
、
研
究
協
議
に
入
る
。

 

「
な
ぎ
な
た
」
採
用
促
進
の
ア
イ
デ
ア

等
に
つ
い
て
検
討
。
女
子
体
育
教
員
へ

の
ア
ピ
ー
ル
の
必
要
性
、
外
部
指
導
者

の
活
用
の
推
進
、
ダ
ン
ス
授
業
と
の
合

同
実
施
の
可
能
性
等
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
外
部
指
導
員
対
象
の
研
修
会

や
指
導
書
の
必
要
性
な
ど
、
外
部
指
導

者
養
成
に
向
け
た
取
組
の
推
進
が
明
言

さ
れ
た
。
続
い
て
、山
中
美
智
子
氏（
大

阪
府
河
内
長
野
市
立
加
賀
田
中
学
校
教

諭
）
が
映
像
を
用
い
た
授
業
報
告
を
行

っ
た
。

〈
２
日
目
〉

　

道
場
で
各
研
究
者
よ
り
指
導
計
画
に

つ
い
て
発
表
。
問
題
点
に
つ
い
て
な
ぎ

な
た
を
使
い
、
動
作
を
交
え
な
が
ら
検

証
。
現
場
で
の
指
導
の
詳
細
に
つ
い
て

研
究
協
議
を
行
う
。

　

昨
年
度
の
課
題
に
つ
い
て
は
本
年
度

の
研
究
な
ど
を
通
し
て
克
服
で
き
た
こ

と
、
11
月
の
全
国
な
ぎ
な
た
指
導
者
研

修
会
に
向
け
、
取
り
扱
う
べ
き
題
材
が

確
認
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
あ

っ
た
。

　

今
回
、
確
認
で
き
た
全
国
な
ぎ
な
た

指
導
者
研
修
会
の
目
的
別
研
修
に
「
な

ぎ
な
た
教
本
を
使
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
提
示
」
を
入
れ
る
こ
と
、「
外
部

指
導
者
の
在
り
方
の
指
導
」「
教
員
が

授
業
で
つ
ま
ず
い
た
際
の
Ｑ
＆
Ａ
の
作

成
」
な
ど
は
11
月
の
同
研
修
で
取
り
扱

う
予
定
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６対
　
策

７ ８○
○
○
○
○
○

終
わ
り
に

今
後
へ
の
期
待

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

少
林
寺
拳
法
の
有
用
性

―
―

授
業
実
践
を
通
し
て

中
学
校
武
道
授
業
指
導

法
研
究
事
業
実
施
報
告

採
択
拡
大
に
向
け
て

の
課
題

「
な
ぎ
な
た
」採
択
の

現
状

「
な
ぎ
な
た
」
の
授
業
を
受
け
た
生
徒

の
反
応
は
非
常
に
良
好
で
あ
る
。
大
き

な
声
を
出
す
こ
と
、
打
突
音
の
快
さ
、

見
た
こ
と
の
な
い
競
技
、
初
め
は
面
倒

く
さ
が
っ
て
い
た
生
徒
も
授
業
が
進
む

に
つ
れ
て
能
動
的
に
活
動
す
る
よ
う
に

な
る
。

　

ま
た
、
大
野
京
子
氏
の
授
業
報
告

（
月
刊
「
武
道
」
２
０
０
９
年
９
月
号
）

に
も
あ
る
が
「
な
ぎ
な
た
」
に
対
す
る

興
味
だ
け
で
な
く
、「
な
ぎ
な
た
」
を

通
し
て
生
活
全
般
に
好
影
響
が
見
ら
れ

る
。

　

私
が
以
前
、
出
前
授
業
を
行
っ
た
際

に
も
普
段
は
万
事
だ
ら
だ
ら
と
無
気
力

に
過
ご
し
て
い
る
生
徒
が
、
大
き
な
声

を
出
し
て
率
先
し
て
動
き
、
丁
寧
に
物

を
扱
い
、
じ
っ
と
相
手
の
目
を
見
て
礼

を
し
て
い
た
。
こ
の
変
化
を
見
た
中
学

校
担
当
教
諭
が
非
常
に
驚
き
、
感
心
し

て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
こ
の
と
き
は
単
発
の
授
業

で
あ
っ
た
が
、
経
験
の
な
い
中
学
校
の

先
生
に
「
な
ぎ
な
た
」
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
先
生
方
に
継

続
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
、「
な
ぎ
な
た
」
採
択

拡
大
へ
の
鍵
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
、
世
間
は
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
で
な
い

「
な
ぎ
な
た
」
が
、
ど
の
よ
う
に
こ
の

波
に
乗
っ
て
い
く
か
。
そ
れ
は
、
普
及

に
対
し
て
情
熱
を
持
っ
た
品
格
あ
る
指

導
者
を
、
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
く

か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

畠
瀬
専
務
理
事
は
、
日
本
武
道
館
開

館
50
周
年
記
念
特
別
座
談
会
「
武
道
界

の
50
年
と
将
来
展
望
」
で
、「
一
番
重

要
な
こ
と
は
指
導
者
自
身
が
中
学
生
に

大
事
な
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る

品
格
を
も
つ
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
て
い
る
。

　

武
道
授
業
は
、
日
本
文
化
の
美
点
の

一
つ
で
あ
る
「
品
格
」
を
、
次
代
に
伝

え
る
役
割
も
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

『なぎなた安全指導――
安全に、正しく、楽しく』

平成 25年度指導法研究事業　研究協議 平成 25年度指導法研究事業　モデル授業

平成 26年度指導法研究事業　研究協議①　平成 26年度指導法研究事業　研究協議②


